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【参考資料】教育⽀援センター（適応指導教室）等充実⽅策検討委員会開催経過
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【参考資料】教育⽀援センター（適応指導教室）等充実⽅策検討委員会設置要綱 
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【参考資料】教育⽀援センター（適応指導教室）等充実⽅策検討委員会委員名簿 

分 野 ⽒  名 現   職

   東京学芸⼤学 副学⻑

酒井 朗  上智⼤学総合⼈間科学部教育学科 教授

笹森 洋樹  独⽴⾏政法⼈ 国⽴特別⽀援教育総合研究所
 上席総括研究員

⼼理 今村 泰洋  世⽥⾕区教育委員会 教育相談・特別⽀援教育課 教育相談係
 教育相談専⾨指導員

福祉 ⿊川 綱⼦  ⼀般社団法⼈ 成年後⾒センター ハーモニー
 社会福祉⼠/精神保健福祉⼠

⺠間 蟇⽥   薫  認定特定⾮営利活動法⼈ 育て上げネット
 若年⽀援事業部 担当部⻑

私⽴学校 多⽥ 元樹  淑徳⼩学校⻑

安藤 彰啓  ⽂京区教育委員会 教育推進部 教育センター所⻑

村尾 勝利  品川区教育委員会 教育総合⽀援センター⻑

⼩林 惠美⼦  渋⾕区教育委員会 教育振興部 教育センター所⻑

⾦⽊ 圭⼀  練⾺区教育委員会 教育振興部 副参事

岡⽥ 博史  東⼤和市教育委員会 指導室⻑

⼩林 正隆  ⼩⾦井市教育委員会 指導室⻑

千葉 貴樹  ⽇の出町教育委員会 指導室⻑

笛⽊ 啓介  ⼤⽥区⽴御園中学校⻑

井尻 郁夫  福⽣市⽴福⽣第⼀中学校⻑

⿊沢 正明  ⼋王⼦市⽴⾼尾⼭学園校⻑

東京都教育庁指導部不登校施策担当課⻑                中⻄ 正樹
東京都教育庁指導部主任指導主事                   ⻘海  正
東京都教育庁指導部指導企画課統括指導主事              ⼯藤 和志
東京都教育庁指導部指導企画課課⻑代理（不登校施策担当）峐下 英男
東京都教育庁指導部指導企画課指導主事                杉⼭  茂

区市町村
教育委員会

公⽴学校

学識経験者

東京都教育庁指導部⻑                   出張  吉訓
東京都教育庁教育政策担当部⻑                    安部 典⼦

委員⻑

副委員⻑

松⽥ 恵⽰
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【参考資料】都内教育⽀援センター⼀覧 

【東京都教育庁調べ（平成 28 年 12 ⽉現在）】 
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【参考資料】東京都教育委員会のこれまでの取組�

�

�� 平成５年度から、学校の組織的な指導体制を確⽴するため、不登校の⽣徒数が多

い中学校に対して、不登校加配教員を配置（平成 ��年度は �� ��	
��

�� �
�年度から、児童・⽣徒の相談等に対応するため、スクールカウンセラーの

	
������
 �� 年度からは、全公⽴中学校に配置、さらに平成 �� 年度か

らは、全公⽴⼩・中学校に配置。平成 ��年度からは、⼩５、中１を対象に、スク

����������� !"#�$%���
 ��年から全配置校において年間

&'()� *�(+, *�(-./�

�� �
 �0年度から、不登校の児童・⽣徒⼀⼈⼀⼈に対して、登校に向けた組織的

1234567589:�;<=�>?�;?�@�AB�CDEF�GHIJK

計画書」の様式を例⽰�

�� �
 �0年度から、福祉分野の専門性や関係機関とのネットワークを活⽤し、児

童・⽣徒が置かれた様々な環境へ働き掛けるなど、不登校等の改善を図るためにス

L��M�NO�P����	
F�QRST�<=U�
 �� 年度は V� QRS

C$%��

�� �
 ��年度から、不登校等の児童・⽣徒を学校復帰、就学、就労に導く⽀援の

推進に向けた意識啓発を⾏うため、不登校・若者⾃⽴⽀援フォーラムを開催�

�� �
 ��年度から、不登校児童・⽣徒の家庭を訪問し⽀援を⾏う「登校⽀援員」�

U�
 �* 年度から「家庭と⼦供の⽀援員」�事業名を変更）を⼩・中学校に配置
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 ��年度は �W QRSX ��V ��	
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理、福祉、医療、労働、警察、⺠間⽀援団体等の関係者による「不登校・中途退学
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� 〈段階に応じた⽀援の実施（不登校対策）〉�

� � "#$%&����

� � ・不登校の早期発⾒・早期対応�
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�� '�(�
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した「⽀援チーム」を設置し、学校、福祉、医療等の関係機関と連携して⽀援を⾏

うモデル事業の実施や、⼩・中学校において、校内で不登校対策の中⼼的役割を担
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【参考資料】国における不登校対策関連�PQ�

�

R� ⽂部科学省の調査によると、平成 2S年度における不登校児童・⽣徒数は、全国の⼩・

T��U [�\]^_
 こ̀のように、全国規模で出現している不登校児童・

⽣徒への課題認識を背景として、近年、⽂部科学省や超党派議員連盟による、不登校

Oa����Q	�b��cd�PefghiE^_
`�

R� 都内の不登校施策について提⾔を⾏うに当たり、こうした動きを押さえつつ、⼀定

程度、国の考え⽅や施策に沿った内容を検討することが、実効性を⾼める上で不可⽋

j�
`k���4lm�j�n4ocdpB �cdq7r�st-
u�v�P

Q�w_^xy>z{-
 （̀記載内容は、⽂部科学省の通知等から不登校に関連した

|�>}~E4�����pB f����E^_
 �̀�

�� 「不登校に関する調査研究協⼒者会議」最終報告の内容�

（１）「不登校に関する調査研究協⼒者会議」について�

R� 不登校児童・⽣徒への⽀援に関する現状と課題を検証し、改善⽅策について検討

-
kj>�
�4012S年１⽉、⽂部科学省初等中等教育局⻑の諮問機関として、

学識経験者や学校⻑等で構成する「不登校に関する調査研究協⼒者会議」が設置され、

0123年７⽉に最終報告を公表した。�

R� この中では国に対し、不登校児童・⽣徒の⽀援に関する条件整備を充実させるこ

jf�yU�
j��-
jj|�4��pB ���=�s�+�,E^�4�

終報告を活⽤し、今後の不登校に関する取組の更なる充実が図られることを期待し

^_
`�

（２）不登校児童・⽣徒に対する⽀援における重点⽅策�

�� 「児童⽣徒理解・教育⽀援シート」を活⽤した組織的・計画的⽀援�

R� 「児童⽣徒理解・教育⽀援シート」を作成するなど、個々の児童・⽣徒に合った

./��>aDE4s�+��
��
"��
�./>�O-
kjf�yU�
 �̀

�� 不登校児童・⽣徒に対する多様な教育機会の確保�

R� 不登校児童・⽣徒⼀⼈⼀⼈の状況に応じて、教育⽀援センター（適応指導教室）

や不登校特例校など、多様な教育機会を確保する必要がある。�

R� 都道府県と市町村がよく連携し、不登校特例校の制度を活⽤した学校や分校、分
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R� 教育⽀援センター（適応指導教室）は、不登校児童・⽣徒への⽀援に関する知⾒
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い不登校児童・⽣徒に対する訪問⽀援など、./�T¦
�§¨>©Akjfª«

¬­
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（３）不登校特例校における取組に対する現状認識�

�� 不登校特例校制度の活⽤�

R� 不登校特例校を対象にその実態調査を⾏ったところ、「在籍校で不登校状態にあっ

たが、不登校特例校に転⼊することで登校するようになった⼜は登校傾向にある児

®"¯°�¨±f²³]�´=4�D���\�µ�f�]�kjf��]�`�
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R� ⼀⽅で、不登校特例校への転⼊学を希望する児童・⽣徒数は年々増加し、定員超

過の状態が続いている特例校が多く、少⼈数学習や個々の児童・⽣徒の状態に合わ

せた⽀援等、不登校特例校の特徴が損なわれるのではないかといった懸念がある。�

� ���!"#$%&'()*+�

�� ,-./0�	
1)�&.��234.���

R� �B���Q\>�
\で、例えば、教員を目指す学⽣が、教育⽀援センター（適

応指導教室）などの教育⽀援機関等において、⼀定期間利⽤者と交流を⾏うことも

�µ����j¶£�­
`�

�� ,-5.67894.��:;�

R� 不登校は特定の児童・⽣徒にのみ起こるものでなく、どの児童・⽣徒にも起こり
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R� ./�T¦j�
��./¸��7�¹ºC����=f4��4¼®�� 4

警察、病院、ハローワーク等の関係機関、更には⺠間施設やＮＰＯ等と連携し、不

��¼®"¯°�'�)*+>./-
½¾¿;76>IJ-
kjf�yU�
 �̀

�A�B$%&'()*+�

�� 不登校施策の改善へ向けた不断の取組�

R� 不登校児童・⽣徒の社会的⾃⽴を⽀援するため、不登校施策の改善のための不断

���>-
kjf���­^_
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R� k�ÀÁU�ÂÃajE^_
��./¸��7�¹ºC�������
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���i���Ä�./4�������Å��_¼®"¯°�,-
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機会の確保が図られるよう、必要な施策を⾏うことが求められる。�

�

C� DEFG.,-����.HIJ$KLM�NOP�&�Q.RS�

���TU�

R� ⽂部科学省では、平成 2S年 VV⽉に、⽂部科学副⼤⾂を座⻑とする「次世代の�

�C�GH�i�����56��75 >́��E4¤¥���BDÆ=���C�

体制の在り⽅について検討を⾏い、平成 23年７⽉に、検討結果について最終まとめ

を⾏った。�

R� グローバル化や情報化の進展、少⼦⾼齢化の進⾏などにより、社会全体が急速に

�i-
T4��i"��i-
� �,ºUe
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⼒を)-E^_�kjf�yU�
`�

R� 「次世代の学校」の創⽣を実現するためには、それに⾒合った教職員定数の改善

>�
j.%�4�B���Q\>�
�yf�
`�

R� k��A�/0�m4VY年程度を視野に⼊れた「予算の裏付けのある教職員定

数の中期⾒通E´jE^4ÇÇ!"#���´C�GH�,È1�23�́�lmÇ��

�
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,È1�23�́ j_A �̀>aDE、計画的かつ効果的な教職員定数の改善を⾏う必

yf�
`�

�C�EFG.,-�;V1)�&.����WX�

�� ;VYZ�[\�$]I^_`abc�

（不登校等の未然防⽌・早期対応の強化）�

R� 不登校等の#$%&�4ª,º�����4�[��5©6=�	f7£89�

ではなく、組織的な指導体制を構築することが不可⽋である。�
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R� �)H^4��./¸��7�¹ºC����>ÒvIÓ"�i-
jj|�4

不登校の児童・⽣徒に配慮した特別の教育課程を編成する学校（不登校特例校）の

��>
»-
kjf�yU�
`�

�

d� Def��の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律Q

.成⽴�ghij��

R� oJKL�40123年１⽉４⽇に開会した第 VZYMv �N ���_^�O

¬­��PLQR ÔÕR�f40123年６⽉１⽇に、SPTU�V�pB ��_

^Ö·WPj-
kjfXD¬­�`�

R� 0123年９⽉ 2W×�Ó E�Y VZ2回国会（臨時会）の議案として、oJKL

fSPTU�V�pB �Z[¬­40123年 VV\ 22×�AXE4]PT�^

�­�`��40123年 VV\ V3×�4SPTU�V�pB ��4oJKL�

対する附帯決議が⾏われている。�

R� '�¥4]PT��_^40123年 V2⽉７⽇に可決・成⽴したことにより、平成

23年 V2\ VÕ×4当該法律がØ_¬­�`��40123年 V2\`×�4]PTU

教科学委員会から、当該法案に対する附帯決議が⾏われている。�
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